
名前（敬称略） 東部プラザ コロナワクチン中止

祢宜田拓治 委員長

生田允夫 副委員長 ✖ ✖

山口はるみ 共産党 〇 ✖

中西里江 保守 ✖ ✖

磯貝忠通 保守 ✖ ✖

杉浦文俊 ✖ ✖

林田かなめ 保守 ✖ ✖

石川輝彦 アイシン ✖ ✖

可否 否決 否決

福祉健康委員会（部会）での請願・陳情の可否 市
民
の
願
い
に
ソ
ッ
ポ
で
い
い
の
？

９
月
12
日
の
福
祉
健
康
委
員
会
で
、
東
部
プ
ラ
ザ
利

用
者
が
呼
び
か
け
、
５
２
４
人
か
ら
、

「利
用
し
や
す

い
東
部
プ
ラ
ザ
に
」
と
請
願
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
プ
ラ
ザ
の
駐
輪
場
は
、
風
当
り
が
強
く
現
行
で

は
自
転
車
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
あ
お
い
パ
ー
ク
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
と
違

っ
て
、

東
部
プ
ラ
ザ
の
お
風
呂
に
は
、
シ
ャ
ン
プ
ー
も
ボ
デ
ィ

ソ
ー
プ
も
設
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
前
禰
宜
田
市
長
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
時
に
、
総
額
約
２
億
円
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し

た
か
ら
で
す
。

日
本
共
産
党
山
口
は
る
み
議
員
は

「館
長
を
先
頭
に

利
用
者
に
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
尽
力

し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
利
用
者
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
、
駐
輪
場
の
転
倒
防
止
対
策
は
改
修
の
た
め
見

積
も
り
を
取
っ
た
の
か
」
と
、
市
当
局
を
正
し
ま
し
た
。

自
転
車
転
倒
防
止
は
40
万
円

担
当
者
は

「転
倒
防
止
は
40
万
円
だ
っ
た
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
は
20
Ｌ
入

り
で
、
６
，
５
７
８
円
。
年
間
約
60
個
利
用

（サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
の
例
）
合
計
79
万
円
で
設
置
可
能
で
す
。

小
池
市
長
は
、
だ
ま
っ
て
い
る
ば
か
り
で
す
。

高
齢
者
の
憩
い
の
場
所
で
元
気
に

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
、
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
施
設
で
す
。

施
設
利
用
で
元
気
に
な
れ
ば
、
医
療
費
や
介
護
の
費

用
を
減
ら
す
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

小
池
市
長
は
英
断
し
て
、
自
転
車
転
倒
防
止
や
シ
ャ

ン
プ
ー
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
を
設
置
す
べ
き
で
す
。

反
対
６
人
賛
成
１
人
で
否
決
。

４
月
の
選
挙
で
の
約
束
は
？

議
員
の
中
で
、
女
性
も
含
む
６
人
は

「公
立
と
民
間

は
違
う
」
と
反
対
。
日
本
共
産
党
の
み
賛
成
で
請
願
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
の
市
議
選
で
は

「介
護
の
現
場
で
働
く
。
シ
ニ

ア
世
代
の
社
会
参
加
」

（中
西
）
な
ど
耳
障
り
の
い
い

こ
と
を
言
っ
た
人
た
ち
が
、
高
齢
者
の
願
い
に
ソ
ッ
ポ

を
向
き
ま
し
た
。
市
は
真
し
に
、
利
用
者
の
願
い
を
実

現
す
べ
き
で
す
。

「新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害
の
実

態
と
次
世
代
型
コ
ロ
ナ

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

（レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
）
の
危
険
性
に
関

す
る
周
知
」
と

「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
中
止
を
求
め
る
意
見
書
陳
情
は

＝
全
員
で
反
対
＝

賛
成
党
な
ど
が
盛
ん
に
宣
伝
し
て
い
る
反
ワ
ク
チ
ン

の
陳
情
に
は
、
日
本
共
産
党
も
含
む
全
員
が
反
対
し
、

否
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
脅
威
か
ら
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
重
要
な
手
段
に

な
る
と
判
断
し
、
希
望
者

へ
の
安
全
、
迅
速
な
接
種
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
接
種
の
有
無
は
、
個
人
の

自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
と
求
め
て
き
ま
し
た
。

接
種
後
に
発
生
し
た
健
康
被
害
事
例
の
原
因
調
査
、

幅
広
い
保
障
や
救
済
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

様
々
な
フ
ェ
イ
ク
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
も
重

要
で
す
。
反
ワ
ク
チ
ン
を
主
張
す
る

「全
国
有
志
医
師

の
会
」
は
極
右
派
の
医
療
関
係
者
が
集
ま
っ
た
陰
謀
論

の
団
体
で
す
。

「敬
老
の
日
」
に
思
う

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
63
歳
か
ら
平
均
21
万
円
の
年
金

住
み
や
す
さ
や
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
入
る

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
。
こ
の
国
は

「社
会
的
共
通
資
本
」
と

し
て
の
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
て
き
た
と
い
い
ま

す
。
す
べ
て
の
人
び
と
に
豊
か
な
く
ら
し
を
実
現
す
る

も
の
や
仕
組
み
。
自
然
環
境
や
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
、
教

育
や
医
療
、
司
法
や
行
政
と
い
っ
た
制
度
資
本
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
年
金
は
、
63
歳
か
ら
受
給
可
能
で

平
均
の
受
給
月
額
は
21
万
円
超
。
し
か
も
低
所
得
者
や

十
分
な
保
険
料
を
払
え
な
か
っ
た
人
も
毎
月
最
大
15
万

円
を
超
す
保
証
年
金
が
も
ら
え
る
そ
う
で
す

（月
刊

『
ゆ

た
か
な
く
ら
し
』
６
月
号
）

物
価
上
昇
を
上
回
る
年
金
額
の
引
き
上
げ
と
公
的
年

金
の
制
度
改
善
を
䢣
。
今
年
７
月
、
全
日
本
年
金
者
組

合
が
厚
労
省
に
要
請
し
ま
し
た
。
実
質
年
金
が
引
き
下

げ
ら
れ
る

一
方
、
社
会
保
障
費
の
相
次
ぐ
引
き
上
げ
で

月
額
10
万
円
に
満
た
な
い
低
年
金
受
給
者
は
２
２
８
８

万
人
余
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
と
く
に
女
性
の
低
年
金

者
の
状
況
は
深
刻
で
す
。

国
民
運
動
で
前
進

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
国
民
運
動
の
団
体
が
多
く
あ
り
、

政
府
や
地
方
自
治
体
の
政
策
に
意
見
を
表
明
す
る
文
化

が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
高
齢
者
分
野
で
も
三
つ
の
大
き

な
団
体
が
あ
り
、
政
府
や
社
会
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど

の
発
言
力
を
も
つ
と
。
敬
老
の
日
は
、
人
生
の
先
輩
を

敬
い
長
寿
を
祝
う
、
安
心
し
て
老
後
を
送
れ
る
社
会
を

ど
う
つ
く
る
か
。
日
本
の
政
府
は
高
齢
者
の
医
療
費
負

担
を
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。
声
を
あ

げ
、
運
動
す
る
。
社
会
保
障
の
先
進
国
は
、
そ
の
大
切

さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

（９
／
16

「潮
流
」
よ
り
）

福祉健康委員会 請願に保守反対。なぜ？

利用しやすい東部プラザ（駐輪場・入浴場）に
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国保加入者 12,113人

〃マイナ保険証 7,678人 63.50%

〃未加入 4,426人 36.50%

後期高齢者医療 9,751人

〃マイナ保険証 5,529人 56.70%

〃未加入 4,222人 43%

マイナー保険証加入状況
（2024.6月末）

資
格
確
認
証
で
充
分
で
す

12
月
２
日
か
ら
の
保
険
証
の
発
行
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
と
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
く

な
る
」
な
ど
の
不
安
が
患
者

・
国
民
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

政
府
が

「現
行
の
健
康
保
険
証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
」
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
で
宣
伝
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

碧
南
市
で
は
９
月
12
日
の
福
祉
健
康
委
員
会
で
条
例
改

定
と
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
規
約
改
定
の
議
案
が
可

決
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ー
保
険
証
に
し
な
い
か
た
に
は

「資

格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ
、
12
月
以
降
も
現
行
の
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
た
あ
と
も

「資
格
確
認
証
」
で
受
信

で
き
ま
す
。

任
意
制
度
と
徹
底
を

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
か
ど
う
か
は

任
意
で
す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

登
録

（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
す
る
の
も
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
う
か
も
任
意
で
す
。
任
意
の
制
度
を
普
及
す
る
た
め
に
、

保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
道
理
が
あ
り
ま

せ
ん
。
任
意
で
あ
る
こ
と
を
患
者

・
国
民
に
徹
底
す
べ
き

で
す
。

約
半
数
近
く
が
、
マ
イ
ナ
ー
保
険
証
な
し

政
府
は
現
行
の

保
険
証
の
廃
止
後
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
人

に
は

「資
格
確
認

書
」
を
全
員
に
交

付
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持

つ
人
が
、
自
分
の

保
険
情
報
が
正
し

く
ひ
も
付
け
ら
れ

て
い
る
か
確
認
す

る
た
め
に
、
「資
格
確
認
書
」
と
は
別
に

「資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」
と
い
う
書
面
も
配
布
し
ま
す
。

碧
南
市
で
は

《
表
》
の
よ
う
に
約
半
数
が
マ
イ
ナ
ー
保

険
証
な
し
で
す
。

中
小
企
業
の
労
働
者
な
ど
が
加
入
す
る
全
国
健
康
保
険

協
会

（協
会
け
ん
ぽ
、
約
４
千
万
人
）
は
加
入
者
全
員
に

「資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
配
り
ま
す
。

保
険
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す

「資
格
確
認
書
」
「資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
ど
ち
ら

に
も
保
険
資
格
に
つ
い
て
保
険
証
と
同
じ
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
険
証
を
廃
止
し
て
も
同
様
の
も
の
を
配

布
す
る
わ
け
で
す
。
支
離
滅
裂
な
施
策
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

医
療
窓
口
で
の
ト
ラ
ブ
ル

医
療
機
関
の
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
読
み
取
り
機

器
の
不
具
合
、
災
害
に
よ
る
停
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
制
度
の
仕
組
み
上
、
ト
ラ
ブ
ル

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
資
格
確
認
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
保
険
証
で

す
。
円
滑
に
受
診
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
保
険
証
と
と
も
に

保
険
証
を
持
参
す
る
こ
と
を
厚
労
省
も
推
奨
し
て
き
ま
し

た
。
保
険
証
廃
止
後
は

「資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
提

示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
者
の
負
担
増
加

何
の
た
め
に
保
険
証
を
廃
止
す
る
の
か
意
味
不
明
な
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ら
は
保
険
者
の
負
担
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

「資
格
確
認
書
」
「資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
発
送
す
る

作
業
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
を
日
常
的

に
把
握
す
る
な
ど
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
速
や
か
に
配
布

し
な
い
と
保
険
資
格
の
確
認
が
で
き
ず
窓
口
で
10
割
負
担

を
強
い
ら
れ
る
事
例
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
の
は
保

険
者
の
責
務
で
す
が
、
大
変
な
作
業
に
な
り
ま
す
。

更
新
申
請
、
当
面
な
し

さ
ら
に
重
大
な
の
は
、
現
行
の
保
険
証
は
期
限
が
来
れ

ば
新
し
い
保
険
証
が
送
ら
れ
て
く
る
の
に
対
し
、
マ
イ
ナ

保
険
証
は
５
年
ご
と
に
役
所
に
行
っ
て
自
分
で
更
新
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
更
新
を
忘
れ
る
と
、
窓
口

で
10
割
負
担
を
求
め
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
「資
格
確
認
書
」

も
法
律
で
は
希
望
者
が
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

「当
面
の
間
」
申
請
な
し
で
送
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
そ
の

後
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
自
民
党
総
裁
選
で
は
、

一
部
の
候

補
か
ら
保
険
証
廃
止
の
先
延
ば
し
な
ど
の
声
が
出
て
い
ま

す
。
国
民
の
批
判
の
強
さ
の
表
れ
で
す
。

保
険
証
を
発
行

・
交
付
す
る
責
任
は
国
、
保
険
者
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
揺
る
が
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
保

険
証
廃
止
を
撤
回
し
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

10
月
19
日
（土
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

総
選
挙
で
新
し
い
政
治
に

衆
議
院
比
例
東
海
予
定
候
補

も
と
む
ら
伸
子

す
や
ま
初
美

マイナー保険証は任意です 保険証の廃止

道理ない施策 速やかに撤回を


